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お
　
ん
　
が

町
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

教
育
長
に
坂
田
氏

教
育
委
員
に
吉
永
氏
面
任

教
育
委
貝
の
経
歴

吉
永
　
定
垂
－
五
－

去
る
九
月
戸
口
を
以
っ
て
任
期
満

了
の
、
安
雄
茂
文
民
、
吉
永
定
孝
氏
の

両
氏
の
後
任
敦
墓
蝿
に
つ
い
て
、
十

月
関
目
牛
後
二
時
よ
り
臨
時
町
議
会
が

憫
攣
れ
、
町
長
よ
り
、
破
聞
直
次
郎

氏
（
前
寝
巻
樟
湊
蝶
態
所
長
）
及

び
冨
永
定
掌
氏
（
周
航
教
育
委
員
）
の

適
任
に
つ
い
て
間
接
が
求
や
b
れ
ま
し

た
が
、
町
通
念
も
、
方
隻
数
で
こ
れ

を
議
決
し
、
攻
囲
、
吾
永
岡
氏
が
違
算

馴
致
背
奮
＝
に
任
命
き
れ
ま
し
た
。

引
続
き
同
日
牛
後
四
時
か
ら
臨
時
敦

蔚
香
呂
会
が
陶
酔
さ
れ
、
安
増
教
市
長

仰
糊
満
子
に
よ
る
後
任
教
脊
良
を
互
適

し
、
そ
の
結
果
、
坂
田
奪
＝
が
敦
葦
良

に
蓮
住
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
政
刷
新
教
育
長
は
、
姐
教
稀

音
速
門
出
肢
所
長
と
し
て
教
爾
行
政
に

対
す
る
醤
験
も
あ
り
、
そ
の
i
早
越
せ
る

識
見
と
手
腕
は
、
今
後
町
の
敦
背
行
政

に
、
大
い
に
期
待
す
る
も
の
が
あ
る
と

田
お
れ
ま
す
。

送
買
時
夫
　
I
l
硬

佑
故
人
′
i
Y

誉
i
仁
一
～
ぉ
、

速
算
町
出
生
誉
＝
同
期

進
的
町
…
賞
背
零
＝
∴
二
期

坂
田
亀
次
郎
　
五
－
五
才

鞍
手
間
中
1
－
日
間
大
子
小
竹

容
陶
範
士
榛
「

細
岡
県
章
雄
課
扱
高
主
事

公
立
柚
木
小
子
方
、
長

足
－
地
方
事
幕
所
持
膏
課
長

（県視差∪

緬
胸
腔
i
I
敢
高
圧
阜
上
、
出
川
、

子
持
穂
∴
異
質
、
急
用
撮
所
長
を

廉
仔

の
議
。
会
男
だ
0
よ
》
り
員

遠
賀
町
機
会
第
五
回
駆
鴫
余
は
上
月

回
目
相
集
さ
れ
、
次
の
囲
施
薬
が
上
程

さ
れ
た
が
、
共
に
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
．

彊
悉
呈
上
吉
子
　
教
宵
蚕
呂
全
委
員

の
避
任
に
つ
い
て

（
賓
楢
度
薬
、
吉
永
起
草
蘭
氏
が
、

九
月
二
十
日
で
任
駆
個
了
に
な
っ

た
の
で
、
新
た
に
玉
水
走
者
、
坂

田
亀
次
郎
の
両
氏
の
澤
に
つ
き

譲
会
の
樹
立
老
来
め
た
も
の
で

す）

遼
論
告
上
里
弓
　
道
脇
町
敦
宙
憂
い

全
教
市
長
の
給
写
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
の
一
郎
改
正
に
つ
い

て（
現
在
教
常
長
の
給
料
は
、
“
般
職

強
農
の
給
与
に
関
す
る
涼
纏
別
衰

醤
∵
行
政
職
俸
給
衰
（
．
）
の

二
等
級
三
千
倍
相
当
秘
と
な
っ
て

い
る
の
季
－
辱
級
五
号
依
相
当

徹
に
引
－
げ
ろ
も
の
で
す
）

護
爺
七
十
五
号
　
雷
門
小
学
校
々
舎

盗
筋
字
詰
（
∵
期
）
請
負
契
約

に
つ
い
て

（
高
門
小
字
段
々
令
の
聖
王
事

は
、
既
に
一
朗
工
串
に
弟
子
し
て

い
ま
す
が
、
地
方
自
治
法
の
示
す

と
こ
ろ
に
よ
り
韻
会
の
頚
決
を
必

製
と
す
る
も
の
で
す
）

議
案
耕
し
上
宗
∴
採
窟
唾
響
詰

薬
廟
に
係
る
同
定
接
種
の
課
税
免
除

に
つ
い
て

（
薦
炭
地
振
興
賞
紫
朗
が
、
血
生

準
滝
本
両
地
区
に
工
場
岡
地
に

芯
成
し
て
い
ま
す
が
、
岡
の
公
益

的
な
性
格
等
を
考
慮
し
て
、
地
方

税
汝
に
堪
い
て
悶
定
資
寵
税
（
三

上
五
年
優
分
）
告
減
免
す
る
も
の

で
す
i
　
（
二
十
仕
草
麓
の
課
税
免

除
細
は
∴
、
、
i
諭
〔
〓
）

講
瓶
…
・
滝
本
中
辛
校
謹
皇
（
体
諾

餌
）
建
設
に
つ
い
て

（
成
木
小
字
校
P
T
ゝ
寮
長
他
二
名

か
ら
抜
出
さ
れ
た
ら
の
で
す
．

諸
臓
の
主
吊
は
、
冶
軸
守
履
行
慨

を
け
う
場
合
の
必
要
裾
、
休
講
そ

の
他
営
力
の
焼
ト
に
及
ぼ
す
影

諾
、
並
び
に
高
層
小
骨
校
が
妨
音
寸

改
築
に
伴
い
譜
を
無
事
る

と
、
町
内
二
校
中
温
本
校
の
み
が

説
常
が
ヴ
＼
す
牧
草
の
俄
全
的
等

の
上
か
巧
も
必
度
で
あ
る
…
・
な

ど
∪
本
訪
朝
は
、
民
生
文
教
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
）

以
上
の
ほ
か
、
上
期
臍
桂
宮
地
－
医
か
ら

提
由
き
れ
た
「
中
麟
対
座
恒
久
施
設
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て
の
噂
輸
出
」
を

諦
議
、
町
執
行
潮
に
お
い
て
圭
で
き

る
丈
の
磐
若
し
た
い
胃
の
回
答
が
あ

り
閉
会
し
ま
し
た
。

御
　
挨
　
拶

玉
出
i
l
町
段
背
零
＝
へ
に
寂
高
士

取
回
亀
次
購

甲
紅
の
祭
典
車
京
子
リ
ン
ビ
ノ
ク
の

開
会
も
追
り
言
．
生
の
稲
穂
の
波
打
つ

点
き
年
、
よ
き
日
に
、
不
日
私
、
本
町

叛
否
零
点
全
段
市
長
に
任
命
書
・
、
け
、

甲
に
高
ま
る
光
栄
と
存
じ
て
い
ま
す

刷
り
み
ま
す
L
向
上
年
余
り
に
わ
た

り
、
現
時
憲
菅
か
ら
引
軍
需
巌
背
行

政
の
末
端
を
け
が
し
岨
政
市
卓
也
生
出

張
中
崇
高
藻
に
去
る
囲
I
j
宋
日
付
で

ー
応
敷
論
外
小
ち
耳
を
引
い
た
私
で
し

だ
が
、
高
一
、
）
本
町
敦
市
行
政
の
仕
事
に

だ
一
つ
ま
わ
る
中
の
出
来
ま
し
た
二
と

は
、
常
駐
の
温
情
に
ょ
る
も
の
と
？
、

つ
ノ
＼
撚
鼓
し
て
い
ま
す
∪

し
か
し
な
が
ら
地
方
日
給
体
の
質
再

行
政
に
つ
い
て
は
、
全
く
の
若
人
で
亙

り
ま
す
し
、
靖
に
本
町
の
諸
事
情
に
う

と
い
の
で
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
し

今
後
は
筋
蔦
に
俄
打
ち
ま
し
一
子
．

牛
懸
命
範
接
し
て
増
様
の
御
期
待
に
浴

い
た
い
覚
悟
で
こ
き
い
ま
す
）

生
薬
葦
非
才
の
私
で
す
の
で
言
＝

嫌
の
上
り
と
き
細
指
鍾
細
緻
鎚
を
お
怖

い
鼓
し
ま
し
て
持
桂
の
推
移
L
鼓
し
ま

すじ



がんお舗町

基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

（
町
∴
逮
∴
衝
）

去
る
九
月
十
五
円
を
以
二
」
串
告
さ

れ
ま
し
た
道
義
格
調
査
告
印
書
は
、

詰
遠
欝
重
富
会
専
務
居
で
台
所

調
整
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
終
点

に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
違
算
町
役
場

に
於
い
て
関
係
者
の
綬
斑
に
碩
し
ま
す

の
で
、
記
減
も
れ
や
、
誤
記
華
項
の
あ

る
場
合
は
、
こ
の
期
間
中
に
申
し
出
ろ

れ
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
縦
覚
期
間

自
　
昭
和
約
年
n
月
5
日

盃
　
周
∴
∴
∴
Ⅱ
月
1
9
日

生
幽
8
鵬
5
0
分
よ
り
午
後
5
時

・茎、」

農
業
改
良
資
金
制
度
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
農
薬
者
が
臼
に
胸
に
農

薬
経
営
の
改
軽
を
図
る
た
め
に
、
あ
る

程
度
は
普
及
し
て
い
る
が
、
な
お
施
細

工
の
危
険
が
あ
る
た
め
一
糠
営
堪
質
金

に
よ
る
農
業
者
の
自
主
的
な
痩
け
に
委

ね
る
に
、
い
た
ら
な
い
も
の
を
対
象
と

し
て
技
術
義
人
す
る
場
合
お
よ
び

新
た
に
特
定
部
門
の
経
営
を
行
ら
行
っ

等
の
方
法
に
よ
り
農
薬
後
継
者
た
る
農

村
胃
少
年
が
、
近
代
的
な
饉
梁
技
術
又

は
、
経
営
方
式
乏
実
地
に
習
得
す
る
場

合
に
県
が
無
利
子
の
窃
金
本
貸
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
農
薬
経
営
改
洋
と
機
業

空
席
カ
の
発
展
に
資
す
る
も
の
で
あ
り

ます。葉
菜
改
良
資
金

1
　
技
術
導
入
資
金
の
蟹
及
び
そ
の

償
還
期
間
は
次
の
通
り
で
、
農
薬
雷

黛
」
と
の
貸
付
金
の
眼
煉
徴
は
螺
が

定
め
る
額
の
一
〇
〇
分
の
L
O
と
す

る。技
術
導
入
資
金
の
種
類

1
　
そ
菜
の
隻
遜
竃
の
取
高
を
目

的
と
す
る
。
か
ん
れ
い
し
や
利

用
登
誓
斧
な
っ
た
め
必
楼
な

資
材
の
醜
人
に
婁
す
る
盗
金

談
県
が
定
め
る
額

田
又
は
畑
1
0
ア
ー
ル
当
り

七
し
、
0
0
0
日

※
僚
遜
期
間
　
二
年
以
内

2
　
野
菜
又
は
箪
花
の
不
瞳
成
増
を

行
な
っ
た
め
の
施
設
へ
塩
加
ヒ

ニ
ー
ル
フ
イ
ル
ム
等
の
合
成
樹

脂
フ
イ
ル
ム
を
用
い
た
摸
撮
施

設
を
設
澄
す
る
た
め
に
必
蟹
な

蜜
柑
の
駆
人
に
婆
す
る
資
金

…
∵
娘
が
定
め
る
額

田
又
は
畑
1
0
ア
ー
ル
当
り

大
型
∴
ヰ
一
〇
、
0
0
0
用

小
母
　
三
九
、
六
〇
〇
円

詰
燈
油
期
間
　
二
年
以
内

3
　
乳
牛
素
飼
養
す
る
着
が
作
付
方

式
を
瞭
換
し
て
当
該
乳
牛
の
飼

料
と
な
る
飼
料
作
物
を
難
培
す

る
の
に
必
要
な
資
材
滅
入
に
賞

す
る
潰
禽

辛
味
が
定
め
る
鶴

間
又
は
畑
ュ
0
ア
ー
ル
当
り

二
、
三
四
四
円

※
蕪
薪
間
　
二
年
以
内

4
　
か
ん
き
つ
類
の
優
良
品
種
を
導

入
す
る
た
め
の
優
良
種
朗
の
購

入
に
婁
す
る
資
金
。

…
∵
螺
が
定
め
る
額

か
ん
き
つ
聞
1
0
ア
ー
ル
当
り

二
五
、
0
0
0
国

章
似
請
期
間
　
三
年
以
内

5
　
耕
土
培
蕃
璃
薬
に
お
い
て
施
別

す
る
物
の
職
人
に
要
す
ス
資
金

章
輿
が
定
め
る
額

貨
付
け
の
都
度
決
定
す
る

宰
償
退
期
間
　
三
年
以
内

6
　
野
柴
又
は
草
木
の
不
時
栽
培
喜

行
な
う
場
合
に
地
袋
に
配
醗
し

た
位
の
細
孔
か
ら
水
を
淵
出
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
ん
水
を

行
な
う
の
に
必
巽
な
縦
令
。

羊
膜
ん
定
め
る
額

畑
裳
I
－
ル
当
り

二
〇
〇
、
0
0
0
同

誌
紫
－
期
間
　
三
年
以
内

1
　
永
年
牧
草
地
の
牧
厚
を
東
新
す

る
た
め
に
磐
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

に
よ
り
起
上
、
枠
上
及
び
曝
地

の
宿
薬
を
け
な
う
の
に
必
要
な

資
金
っ

∵
螺
が
定
め
る
額

牧
草
地
1
0
ア
ー
ル
当
り

一
、
託
0
0
同

寸
鱒
寝
期
間
　
三
年
以
内

農
家
生
活
改
薄
資
金
の
親
類
及
び

償
義
姉
剛
は
次
の
と
お
り
で
、
農
薬

者
等
ご
と
の
貸
付
金
の
限
廃
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
〇
分
の
七
〇
と
す
る
。

嚢
寮
生
活
改
普
資
金
の
種
類

l
　
位
油
の
合
理
化
に
資
す
る
設
縄

文
は
装
置
で
次
に
掲
げ
る
も
の

素
鷺
す
る
た
め
に
必
壌
な
資

材
の
購
入
に
襲
す
る
貴
書

の
　
大
腸
熱
利
用
温
水
装
託

詳
貸
付
諒
の
限
慶
額
四
五
、
0
c
c
日

詰
筏
遊
期
限
　
三
年
以
内

㊤
　
メ
タ
ン
ガ
ス
発
星
護

や
貸
付
金
の
限
度
額
四
〇
、
0
0
0
出

塁
償
還
期
限
　
三
年
以
内

の
　
改
良
便
そ
う

〉
益
付
会
の
限
度
額二
〇
、
0
0
0
同

語
僧
遣
期
限
　
二
年
以
内

0
∴
壁
ペ
～
チ
カ

羊
厳
付
金
の
限
度
額
二
〇
、
0
0
0
用

㌶
償
還
期
限
　
二
年
以
内

の
　
地
下
食
品
貯
蔵
磨

墨
貸
付
金
の
限
度
額
二
〇
、
0
0
0
同

※
紫
期
限
　
二
年
以
内

0
　
透
明
雷
囲
い

羊
貸
付
金
の
限
度
碩
三
〇
、
8
0
i
i
j

羊
償
還
期
限
　
二
年
以
内

2
i
豪
放
関
係
の
近
代
化
又
は
豪
華

労
働
の
合
理
化
看
る
た
め
に

行
な
っ
層
雲
の
独
辛
台
所
の

牧
草
そ
の
他
住
居
の
利
用
方

式
の
改
彰
に
巽
す
る
資
金

半
貸
付
金
の
限
種
類
五
〇
、
0
0
0
甲

（
住
居
の
利
用
方
式
の
攻
並
の

た
め
の
工
事
の
う
ち
、
主
嬰
な

部
分
斉
借
受
人
が
白
か
ら
行
な

う
場
合
は
、
一
8
、
0
0
0

円）

3
　
㌢
み
事
の
一
都
を
共
同
し
て
行
な

う
た
め
に
必
嘆
な
施
設
で
次
に

掲
げ
る
も
の
素
叢
す
る
た
め

に
婆
す
る
資
金

の
　
異
桐
炊
軍
施
設

宰
噛
付
金
の
限
度
額

七
〇
〇
、
0
0
0
囲

日
　
英
間
洗
濯
施
設

宰
貸
付
金
の
限
憲

二
孟
〇
、
0
0
0
円

の
　
集
団
的
に
存
在
す
る
住
宅
に
居

住
す
る
着
の
異
同
位
活
施
設
で

あ
っ
て
多
目
的
な
用
途
に
供
さ

れ
る
も
の
。

宰
貸
付
金
の
限
寝
数

と
0
0
、
0
0
0
周

章
償
還
期
限
は
何
れ
も
I
i
i
年
以
内

爆
薬
後
継
者
蔚
成
質
金
の
積
数
及

び
償
整
地
闘
等
は
次
の
と
お
り
で
、

犠
発
雷
こ
と
の
貸
付
金
の
限
瞳
湖

も
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

震
柴
後
継
者
育
成
資
金
の

種
類
1
　
農
薬
後
継
者
た
る
虚
無
青
少
年

（
二
木
才
迄
）
が
共
同
し
て
農

林
大
陸
が
痘
め
る
塞
経
に
滴
合

す
る
能
率
的
な
触
薬
の
技
術
を

常
緑
す
る
の
に
必
貿
な
資
金
。

㌻
噛
付
金
の
限
慶
額
六
〇
、
0
0
0
日

霊
篭
競
闘
　
一
一
年
以
内

2
　
嚢
後
継
者
た
る
篤
宙
隼

（
二
〇
～
二
〇
才
迄
）
が
一
つ

の
区
分
さ
れ
た
腰
紫
郎
門
の
経

営
寧
日
か
ら
行
な
う
舞
台
に
当

該
特
筆
～
－
闇
路
す
る
に
必
婆
だ

寮
金

・
∵
貸
付
金
の
眼
犠
l
二
〇
〇
、
0
8
日

や
蕪
埴
期
限
　
五
位
以
内

な
お
、
こ
う
緋
度
に
対
す
る
、
傭
蚤

質
格
、
及
び
申
請
そ
の
他
詳
細
に
つ

い
て
は
、
役
場
経
済
課
又
は
農
協
に

雪
舟
ね
本
さ
い
。
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赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
町
代
表
決
る

娯
民
手
帳
を
あ
な
た
の
胸
に

希
紫
∵
者
は
申
込
　
み
　
下
さ
　
い

がんお報町

去
る
九
月
二
十
一
日
∴
地
質
町
公
居

館
別
飴
に
於
い
て
、
乳
兜
検
診
素
か
ね

て
、
棚
和
5
0
年
度
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー

ル
郡
予
選
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
を
痢

薯
へ
十
名
の
中
か
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち

の
日
頃
の
育
児
に
対
す
る
非
力
が
報
い

ち
れ
て
左
記
の
方
た
ち
が
時
代
蓑
に
遊

ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
さ
れ
た
方
は
、
上
月
八

目
牛
後
一
時
か
ら
水
薬
町
公
艮
鎚
に
於

い
て
囲
俺
の
県
予
選
に
出
城
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「G

不
用
隆
二
　
浅
木
　
下
用
箪
－
長
男

◎
福
祉
年
金
の
請
求
も

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

－
時
効
で
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
ー

編
牡
牛
金
髪
絵
は
、
受
給
事
由
が

発
生
し
た
日
か
ら
五
年
を
略
週
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
弛
型
一
千
四
年
十
一
月
一
日
国
民

年
金
が
出
来
た
当
時
、
す
で
に

青
令
者
（
灘
七
〇
才
以
上
）

重
度
身
体
障
害
者

母
子
世
帯

で
あ
っ
た
人
で
、
現
有
年
余
を
受
給

し
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
1
月
二
十
一

日
ま
で
に
請
求
手
続
を
し
な
い
と
時
効

で
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
宅
急
役
場
社
会
係

に
て
手
続
を
し
て
下
き
い
（

個
、
請
求
醇
の
人
で
所
得
が
多
か
っ

た
り
、
恩
給
を
受
給
し
て
い
ゑ
ナ
の
螺

円
で
寧
会
話
止
さ
れ
て
い
る
場
合
は

そ
の
間
時
効
は
進
行
し
ま
世
一
ん
。

竹
森
筋
腫
∴
鬼
葎

河
野
リ
万
　
屋
評

価
ゆ
か
り
∴
虫
生
纏

未
熟
児
入
選

森
本
伸
秀
　
広
淡

竹
森
有
様
二
甥

河
野
成
垂
長
女

伸
　
新
平
長
女

森
本
照
治
長
女

バ
イ
ク
、
耕
う
ん
稔
の

ナ
ン
バ
ー
は
今
す
ぐ

取
り
替
え
て
下
さ
い

原
動
綬
付
自
睦
彊
（
－
五
c
c
以

下
の
ハ
イ
ク
）
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

（
製
競
作
業
用
等
）
の
橡
滋
は
「
村
」

か
ら
「
町
」
へ
切
り
替
え
舌
行
っ
て
い

ま
す
が
、
煎
り
辞
え
未
済
の
方
は
早
急

に
役
場
税
務
係
で
取
り
替
え
て
下
さ

1
　
操
損
ま
た
は
摘
参
す
べ
き
お
の

の
∴
盟
駿
（
取
り
は
ず
し
て
禁
映
－

下
さ
い
）

0
　
印
錐

の
　
新
盤
菱
付
申
請
番

的
話
語
は
税
務
係
に
用
慈
し
て

い
ま
す
が
、
車
体
蕎
一
㌔
エ
ン

ナ
ン
蕎
急
務
証
人
を
要
し
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
メ
モ
し

て
下
さ
い

2
　
鑑
代
無
料

た
だ
し
∴
父
付
様
蝦
を
今
後
亡

失
、
ま
た
は
碇
績
ま
れ
た
協
会

は
弁
償
金
素
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
の

申
告
に
つ
い
て

1
　
原
動
機
は
自
転
車
等
の
ナ
ン
ハ
ー

の
交
付
憂
げ
る
と
き
…
・
・

靭
犯
登
録
証
及
び
印
鑑
を
持
参

下
さ
い
。

2
　
車
重
廃
車
－
た
と
き
…
・

担
ち
に
ナ
ン
バ
ー
を
添
え
て
廃

車
田
舎
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

廃
車
申
告
密
の
な
い
場
合
は
、

鹿
討
申
告
寧
索
提
出
さ
れ
る
月

分
ま
で
納
税
義
務
が
消
滅
し
ま

せ
ん
の
で
承
知
下
さ
い
。

3
　
油
壷
他
人
に
譲
渡
す
る
と
き
…
…

ナ
ン
バ
ー
を
必
ず
返
遺
し
、
ナ

ン
バ
ー
を
取
付
け
た
ま
ま
譲
渡

す
る
こ
と
の
な
い
よ
っ
に
し
て

下さい。

◎
　
華
に
は
既
犯
登
録
を
必
ず
い
た

し
ま
よ
う
。

聞
相
国
－
隼
版
の
福
岡
県
民
子
蟻
が

十
月
卜
旬
に
発
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
来

る
隼
の
明
る
い
設
計
に
、
ぜ
ひ
一
冊
御

利
用
下
さ
い
。

な
お
、
発
行
部
数
に
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
∴
希
望
の
方
は
早
目
に
お
印

込
み
ト
さ
い
。

申
込
先
　
客
区
長
宅
　
1
0
月
5
0
H
迄

I
i
内
∴
容
I
i

∵日記納
一
九
六
五
年
L
曝
葵

一
九
六
五
年
略
歴

年
令
、
邦
播
、
西
歴
早
見
表

各
月
行
唾
予
定
表

各
月
厨
に
御
宝
一
能
写
其

般
∴
瞳
∴
∴
記

各
月
戦
後
の
夢
み

日
記
、
メ
モ

誓
質
料
餌

全
国
か
ち
み
た
福
岡
県

市
町
村
周
一
覧

中
央
宮
公
庁
及
び
出
先
筏
関

配
航
続
蟻
関

国
会
董
雪
県
会
稔
封

計
轍
単
位
換
貸
表

内
咽
郵
便
物
等
料
金
表

印
紙
税
額
一
斑

タ
イ
ヤ
メ
モ
、
住
所
録

・
‥
そ
の
他
増
補
資
料

細
岡
螺
の
漑
襲

黒
や
納
付
等
の
期
限

鶴
間
螺
の
麗
薬
槻
光
図

′
他
聞
巣
行
政
職
俄
一
覧

・∵体裁
上
歯
ヒ
ニ
ー
ル
、
定
期
、
名

刺
人
用
の
表
紙

◎
価
格
請
一
〇
〇
円

「
連
合
国
占
領
軍
事
故
に

よ
る
人
身
被
害
者
へ

お
知
ら
せ
」

防
衛
施
設
庁
で
は
連
合
国
占
領
軍
の

交
通
事
故
、
鍛
発
斬
故
等
の
不
法
行
為

に
よ
り
死
亡
ま
た
は
負
傷
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
砥
和
3
6
年
1
2
月
2
0
月
よ
り
、

療
養
給
付
金
、
遺
族
給
付
金
等
受
給

中
で
あ
り
享
が
、
こ
の
該
当
者
で
ま

だ
請
求
鰭
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は

請
求
密
の
拠
出
期
限
が
昭
和
約
年
1
2
月

1
9
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

至
急
友
誼
の
も
り
よ
に
惣
竃
下
さ
い

ま
た
、
同
局
で
寮
内
状
を
差
し
出
し
た

が
、
住
所
不
明
の
た
め
返
送
さ
れ
た
も

の
が
、
一
周
危
名
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
連
絡
の
つ
か
な
い
方
は
至
急
現
在

住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
、

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

た
は
役
場
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

‖】

申
研
究
相
聞
防
護
護
扇

福
岡
市
大
寺
門
二
ノ
一
誌

電
講
∴
福
岡
哩
二
六
六
プ
訂

相
聞
防
綿
施
設
局
熊
本
支
局

熊
木
山
東
町
田

嘉
薬
④
二
薙
∞

短
調
助
樹
必
読
局
小
倉
防
衛
施
設
や

化
生
川
小
宮
黒
鼠
町
ニ
ー
九
へ

電
話
　
小
高
　
⑤
0
0
0
へ

ク
　
一
二
〇
九

纏
聞
防
縮
施
設
塙
佐
世
保
防
衛
施
設

蘭
蘇
所
佐
世
保
市
矢
岳
町

霧
筐
煉
彊
詫

虚
聞
防
衛
施
設
局
別
府
隣
街
施
設
事

務
所別
腐
市
上
原
区
山
手
中
学
搾
前

造
詣
　
別
府
　
二
へ
七
七

家
畜
共
済
の
共
同
承
継
及
び

新
規
引
受
け
に
つ
い
て

標
記
に
つ
い
て
は
、
牛
馬
が
年
度
中

途
に
変
っ
た
場
合
は
、
特
徴
が
変
り
ま

す
の
で
糊
朝
来
慾
を
し
な
け
れ
ば
幼
力

が
な
い
わ
け
で
す
。
ま
た
牛
か
ら
馬

に
、
弱
か
ら
年
に
変
っ
た
場
合
は
新
規

引
受
け
に
な
り
ま
す
の
で
現
金
を
新
た

に
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
手
続
き
の
な
い
牛
馬
で
事
故

が
あ
っ
た
場
合
は
、
共
済
支
払
の
対
寮

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
牛
馬
が
変
更
に

な
っ
た
時
は
早
急
に
経
済
悠
遠
連
絡
下

さい。
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今
月
は
、
町
県
民
税
第
三
期
分
を

納
め
ま
し
ょ
う

納
期
限
　
十
月
二
十
五
日

遠
賀
町
自
衛
隊
父
兄
会
の

結
成
準
備
に
つ
い
て

2
日
　
白
秋
祭
－
柳
川

3
日
　
文
化
の
日

1
日
　
立
　
冬

－
旬
∴
文
化
財
保
擬
調
刷
始

まる。

鳩
目
　
L
五
－
．
他

生
買
ハ
ガ
キ
売
出
し

1
7
日
　
へ
幡
拠
鉄
所
起
業
祭

中
旬
∴
九
州
各
県
対
抗
九
州

－
1
月
ー
＼
　
、
C

－I・i　靭・寝

が
　
水
道
需
用
者
の
み
な

さ
ん
へ

ん
　
　
名
儀
変
更
届
は
速
や
か
に

現
生
閉
場
水
道
毛
利
用
さ
れ
て
い

お
　
る
霜
諸
の
中
に
は
、
転
入
、
転
出
薯

に
よ
る
名
餓
人
の
変
更
届
け
が
な
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
依
然
と
し
て
従
前
の

他
用
岳
の
各
般
の
ま
ま
、
使
用
さ
れ
て

ー
て
・
・
あ
ぐ
－
9
－
き
・
三
・
・
と
一
・
・
－
t
・
皇
－
・
一
言
－
・
ら
●

い
る
向
が
ふ
い
、
水
道
料
金
納
荷
台
が

他
人
名
錐
で
寒
竹
さ
れ
る
等
、
事
務
処

用
ま
た
撫
i
茄
上
に
も
支
障
冬
色
じ
ま

す
の
で
、
現
在
名
極
大
が
変
っ
て
い
る

方
は
勿
論
、
今
後
転
入
、
妹
勘
、
ま
た

は
名
優
人
死
亡
等
で
宅
偶
人
に
異
動
が

生
じ
た
場
合
は
、
運
や
が
に
役
朗
土
木

課
無
名
偶
人
の
変
更
看
庸
雄
て
く
だ

さい。

告
．
・
ヨ
　
一
マ
　
ミ
ー
≦
モ
ー
●
一
9
－
－
－
・
i
r
，
・
－
．
－
モ
・
主
－
，
・
エ
ー
’

ク
赤
　
い
　
羽
　
根
シ

共
同
募
金
に
つ
い
て
お
願
い

雄
和
一
子
∴
年
以
来
赤
い
調
練
異
同

募
金
運
動
も
今
年
で
は
上
へ
年
目
と
な

り
ま
し
た
。

本
町
毎
年
の
目
細
緻
牟
神
様
の
深

い
ご
現
解
と
あ
た
た
が
い
ご
履
力
に
よ

り
完
遂
い
た
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
御
礼
印
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
年
の
目
標
額
は
拾
弐
力
六
千

円
と
し
て
寓
秘
の
一
麦
類
の
ふ
と
に
運

動
を
壊
脚
す
る
こ
と
と
な
い
ま
し
た
∪

募
金
の
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

坪
度
会
と
鴇
適
し
た
士
ご
奉
仕
さ
れ
る

方
が
各
戸
毎
に
お
廼
わ
に
な
り
ま
す
の

で
こ
の
趣
旨
に
こ
椿
固
協
力
下
さ
い
ま

す
よ
っ
お
輔
い
し
ま
す
、

咽
和
一
十
五
年
度

国
民
た
す
け
あ
い

共
同
募
金
連
動
姐
綱

1
ん
擦
　
赤
い
羽
煉
　
異
同
藩
命

2
頂
動
期
間
　
胴
部
－
千
五
年
十
月
一

日
か
ち
ー
一
月
二
十
日
ま
で
二

カ
月
間

3
趣
旨
世
の
中
の
不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
し
あ
わ
せ
で
あ
る
よ
っ
に
と
い
う
こ

と
は
、
課
し
も
の
仰
い
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
う
す
る
の
ほ
国
民
の
共
同
連
帯
の
つ

と
め
で
あ
り
ま
す
J

そ
こ
で
社
会
神
祖
に
つ
い
て
の
国
民

の
鶉
砦
浸
く
し
、
た
す
け
あ
い
の
柵

神
書
画
め
、
あ
ま
ね
く
国
民
が
進
ん
で

出
し
合
う
据
付
金
を
、
客
種
の
良
問
社

会
部
祝
事
薬
に
計
廟
的
、
令
姉
的
に
配

分
し
て
、
そ
の
間
上
溝
根
毛
は
か
り
、

こ
れ
毛
通
じ
て
、
社
会
保
持
の
推
進
に

こ
の
た
び
、
串
約
時
父
兄
会
の
紙
戊

に
つ
い
て
の
叫
び
が
け
が
あ
い
、
郡
内

各
町
と
も
」
で
の
結
成
準
備
の
幽
さ
が

見
ら
れ
、
す
で
に
ー
部
で
は
品
成
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
町
L
こ
て
も
、

自
縛
隊
父
兄
会
の
結
成
に
つ
き
、
左
記

の
設
立
発
起
人
に
上
り
で
の
準
備
看
致

し
て
屠
り
ま
す
の
で
、
現
在
人
様
中
の

自
衛
隊
員
の
父
兄
、
ま
た
は
、
か
っ
て

自
縛
隊
皇
C
あ
っ
た
客
、
及
び
自
衛
隊

父
兄
会
の
趣
旨
に
替
屈
さ
れ
る
方
は
、

入
会
下
さ
る
よ
う
お
問
い
l
i
ま
す
∪

な
お
、
人
へ
蒜
黒
幕
は
、
彼
常
住
艮

腺
相
談
係
（
丸
井
）
に
申
込
高
人
語
橘

致
し
て
慮
り
ま
す
の
で
直
近
常
に
よ
り

入
会
下
き
い
。

線
色
菟
混
入
（
順
不
同
）

谷
口
　
高
夫
∴
高
詰
∴
∴
厨

江
耀
餌
次
郎
　
佃
野
∴
博
子

相
田
∴
∴
実

父
兄
会
全
期
撃
破
碑

（田的）父
兄
会
は
、
全
日
帥
互
の
部
時
々
は

一
－
7
，
e
一
－
、
－
う
・
－
あ
．
三
－
・
手
－
ミ
　
ュ
9
－
号
－
－

薙
写
し
よ
っ
と
す
る
の
が
こ
の
時
動
の

目
的
で
す
し

4
赤
い
羽
根
は
こ
ん
な
は
た
ら
き
み
し

て
い
ま
す
。

◎
児
動
祇
組
事
業

助
雇
施
設
、
乳
児
品
、
保
諸
所
、
母

子
瑛
遥
穐
腕
章
裾
袖
掘
出
螺
旋

輩
肢
体
本
臼
両
兄
姉
最
、
膏
ろ
う

藷
照
雪
煙
時
短
裾
関
係
団
体

◎
佳
涌
棲
確
事
業

老
人
ホ
ー
ム
、
綾
南
樵
㌻
滅
入
保

護
施
塁
生
活
科
読
、
母
体
樟
雷
名

福
祉
閃
僚
剛
体
、
生
活
接
膚
関
係
団

体
◎
吏
生
保
誰
事
業

史
生
保
調
合
、
裏
汁
保
確
聞
極
同
体

◎
麗
廉
保
護
事
業

匪
槙
施
設

◎
地
蔵
郎
裾
事
業

螺
百
匹
購
町
村
社
矢
神
紬
叛
葉
木

◎
そ
の
他

そ
の
他
同
体
備
品
旺

の
ろ
L
一
と
も
に
、
自
衛
隊
員
右
挟
間

し
、
白
海
隊
の
住
焔
達
成
に
掠
り

し
、
お
っ
て
自
縮
略
の
縫
合
寝
台
成

講
座
に
零
与
す
る
こ
し
京
口
的
と
す

る∪
（組織）父
兄
奈
は
、
在
1
1
の
白
組
惇
し
の
粒

，
禾
旗
及
び
こ
の
趣
盲
に
枠
用
す
る

台
の
李
雪
で
測
縄
す
る
）

（事業）父
兄
奈
は
、
目
的
雪
中
成
す
る
だ
高

次
の
悪
天
を
行
な
一
つ

∵
‖
術
隊
の
瀬
励
及
び
慰
問
に
関

す
る
ー
士
J

二
、
会
し
相
互
の
薄
暗
委
図
る
上
の

の
諸
行
事
（

三
、
日
続
墜
」
の
臨
時
後
の
高
腰
ふ

っ
せ
ん

囲
、
自
衛
墜
上
の
宮
震
協
力

五
、
自
衛
隊
の
諸
行
事
に
協
力

六
、
そ
の
他
、
受
光
奈
の
日
的
日
成

に
必
要
な
こ
と

（経蛍）父
兄
会
の
緯
鮎
は
、
奈
賞
、
言
付
金

そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
も

てる。
2
　
会
鎧
は
一
九
年
　
　
目
と
し

て
、
毎
年
度
娩
出
に
納
入
す
る
，
お

と
す
る
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の

追
加
実
施
に
つ
い
て

去
る
九
月
六
日
、
上
目
の
両
日
、
昭

和
5
0
牢
麗
第
二
回
邦
夫
貼
予
防
浴
用
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
未
済
の
絡

犬
に
つ
い
て
左
記
の
近
い
追
加
実
施
し

ま
す
の
で
、
ま
だ
誇
録
し
て
い
な
い
も

の
ま
た
に
、
注
射
素
く
け
て
い
な
い
轟

犬
は
必
ず
済
ま
せ
て
十
さ
い
）

日
時
　
日
月
2
日
　
1
3
時
I
1
5
時

場
所
∴
速
費
町
役
理

科
金
　
言
0
日
（
注
用
尺
）

霊
議
の
誇
大
は
別
に
へ
巌

与
信
と
し
て
二
五
〇
日


